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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
八
幡
神
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
種
々
ご
高
配
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
年
頭
に
「
乙き
の
と
み巳

年
は
大
き
く
成
長

し
、
変
革
を
成
し
遂
げ
、
安
定
を
目
指
す

年
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
変

革
を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
と
し
て
、
十
月

に
は
我
が
国
初
の
女
性
首
相
が
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
景
気
に
つ
き
ま
し
て
は
、
デ
フ
レ

か
ら
の
脱
却
が
進
み
、
回
復
基
調
に
あ
る

と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
お
多
く
の
方

に
と
っ
て
実
感
を
伴
う
も
の
と
は
な
ら

ず
、
明
る
い
兆
し
の
定
着
を
願
う
一
年
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
勢
の
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和

十
五
年
の
遷
御
に
向
け
、
三
十
に
も
及
ぶ

遷
宮
諸
祭
の
嚆
矢
と
し
て
、
五
月
に
山

口
祭
・
木こ
の
も
と
さ
い

本
祭
が
、
続
い
て
御み
そ
ま
は
じ
め

杣
始
祭
・

御み
ひ
し
ろ
ぎ
ほ
う
え
い
し
き

樋
代
木
奉
曳
式
・
御み
ふ
な
し
ろ
さ
い

船
代
祭
が
滞
り
な

く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
御お
き
ひ
き
ぞ
め
し
き

木
曳
初
式
を
は
じ
め
多
く
の

祭
典
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
い
よ
い
よ

奉
賛
活
動
も
本
格
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

千
三
百
年
の
永
き
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ

て
き
た
神
宮
式
年
遷
宮
の
伝
統
と
、
そ
の

こ
こ
ろ
で
あ
る
「
常と
こ
わ
か若
」
の
精
神
に
ご
理

解
を
賜
り
、
真
心
の
結
集
に
ご
協
力
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
の
干
支
は
「
丙
ひ
の
え
う
ま

午
」
で
ご
ざ

い
ま
す
。

六
十
年
周
期
の
干
支
の
第
四
十
三
番
目
に

あ
た
り
、
十じ
っ
か
ん干
の
「
丙
ひ
の
え」
は
炎
の
よ
う
に

燃
え
広
が
る
火
を
、
十じ
ゅ
う
に
し

二
支
の
「
午う
ま
」
は

真
夏
の
火
を
象
徴
し
、
火
の
力
が
重
な
り

強
調
さ
れ
る
干
支
と
さ
れ
ま
す
。
ゆ
え
に

勢
い
の
強
さ
や
情
熱
、
激
し
さ
を
象
徴
す

る
特
別
な
年
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
で
は
古
く
よ
り
丙

午
や
丁
ひ
の
と
ひ
つ
じ

未
の
年
に
は
災
害
が
多
い
と
す

る
伝
承
が
あ
り
、
そ
れ
が
江
戸
中
期
に
日

本
へ
伝
わ
っ
て
「
丙
午
は
地
震
や
火
事
が

多
い
年
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
恋
人
に
会
い
た
い
一
心
で
放
火

事
件
を
起
こ
し
火
刑
に
処
さ
れ
た
八
百
屋

お
七
が
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
題
材
と
な

る
過
程
で
、
当
時
「
火
災
の
多
い
年
」
と

い
わ
れ
た
丙
午
の
生
ま
れ
と
し
て
描
か
れ

た
こ
と
か
ら
、「
丙
午
生

ま
れ
の
女
性
は
気
性
が
荒

く
、夫
の
寿
命
を
縮
め
る
」

と
い
っ
た
迷
信
が
広
ま
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
創
作

に
基
づ
き
後
世
に
語
り
継

が
れ
、
そ
れ
が
人
々
の
心

に
深
く
刻
ま
れ
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

丙
午
に
生
ま
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
そ
の
人
の
運
命
が

決
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
干
支
に
生

ま
れ
た
方
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

存
分
に
発
揮
で
き
る
世
の
中
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

迷
信
に
と
ら
わ
れ
ず
、
丙
午
の
話
を
文
化

の
一
つ
、
あ
る
い
は
六
十
年
に
一
度
の
節

目
と
し
て
捉
え
る
の
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

丙
午
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
近
年
増

加
傾
向
に
あ
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
を
怠

る
こ
と
な
く
、ま
た
火
の
恩
寵
に
感
謝
し
、

火
に
宿
る
力
へ
の
畏
敬
と
慎
み
を
忘
れ
ず

に
、
情
熱
的
か
つ
力
強
く
こ
の
一
年
を
お

過
ご
し
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
皆
様
に

と
り
ま
し
て
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令和８年の厄年

※年齢は数え年です

前　厄 本　厄 後　厄

男

性

２４才（未） ２５才（午） ２６才（巳）
平成１５年生 平成１４年生 平成１３年生

４１才（寅） ４２才（丑） ４３才（子）
昭和６１年生 昭和６０年生 昭和５９年生

６０才（未） ６１才（午） ６２才（巳）
昭和４２年生 昭和４１年生 昭和４０年生

女

性

１８才（丑） １９才（子） ２０才（亥）
平成２１年生 平成２０年生 平成１９年生

３２才（亥） ３３才（戌） ３４才（酉）
平成  ７ 年生 平成  ６ 年生 平成  ５ 年生
３６才（未） ３６才（午） ３７才（巳）

平成  ３ 年生 平成  ２ 年生 平成 元 年生
（昭和６４年生）

八
幡
神
社
御
本
社
神
輿
神
幸
祭

令
和
七
年

令
和
七
年
八
月
十
一
日

令
和
七
年
八
月
十
一
日
、
早
朝
よ
り
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
連
日
の

猛
暑
か
ら
一
転
し
て
涼
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
時
折
強
く
な
る
雨
脚
に
道
中
の
安

全
が
案
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
氏
子 

の
皆
様
を
は
じ
め
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の

多
大
な
る
お
力
添
え
に
よ
り
、
御
本
社
神
輿
の
神
幸
祭
を
滞
り
な
く
執
り
行
い
、
氏
子

の
安
寧
と
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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。
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す
。
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一
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日
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平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争

築
地
虎
ノ
門
ト
ン
ネ
ル
開
通

消
費
税
増
税
五
％
か
ら
八
％

セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
論
文
に
ね
つ
造
や
改
ざ
ん

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
竣
工

集
団
的
自
衛
権
容
認

日
本
人
三
人
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）

　

雪
印
牛
肉
偽
装
事
件

　

Ｅ
Ｕ
で
ユ
ー
ロ
貨
幣
の
流
通
開
始

　

田
中
真
紀
子
外
相
更
迭

　

ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

　

小
泉
首
相
、
靖
國
神
社
参
拝

　

初
の
日
朝
首
脳
会
談

　

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人
五
人
が
帰
国

　

小
柴
昌
俊
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

　

田
中
耕
一
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞

　
【
誕
生
】
板
垣
李
光
人
、
生
見
愛
瑠
、
四
十
住
さ
く
ら　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

『
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
』
放
送
開
始

勝
新
太
郎
、
ハ
ワ
イ
で
逮
捕

横
綱
千
代
の
富
士
貢
、
大
相
撲
史
上
初
の
通
算
千
勝

黒
澤
明
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
名
誉
賞
受
賞

礼
宮
文
仁
親
王
ご
成
婚
、
秋
篠
宮
家
創
設

イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
、
湾
岸
戦
争
勃
発

東
ド
イ
ツ
と
西
ド
イ
ツ
が
再
統
一

東
証
一
時
二
万
円
割
れ

英
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
辞
任

サ
ン
リ
オ
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
開
園

【
誕
生
】
黒
木
華
、
柳
楽
優
弥
、
町
田
啓
太
、
池
松
壮
亮
、

山
田
裕
貴
、
浅
田
真
央

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

『
暴
れ
ん
坊
将
軍
』
放
送
開
始

『
ザ
・
ベ
ス
ト
テ
ン
』
放
送
開
始

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
解
散

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
開
業

サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
、
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー

日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

フ
ォ
ー
リ
ー
ブ
ス
解
散

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
誕
生

青
木
功
、
世
界
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
選
手
権
で
初
優
勝

【
誕
生
】
浜
口
京
子
、
板
倉
俊
之
、
奥
華
子
、
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｇ
Ｏ
、
麻
生
久
美
子
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
、
長
谷
川
京
子
、

澤
穂
希
、
白
石
美
帆

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）

日
本
で
メ
ー
ト
ル
法
完
全
施
行

銀
座
に
ソ
ニ
ー
ビ
ル
オ
ー
プ
ン

『
笑
点
』
放
送
開
始

ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

「
建
国
記
念
の
日
」
が
祝
日
に
制
定

袴
田
事
件

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
死
去

【
誕
生
】
石
黒
賢
、
小
泉
今
日
子
、
今
田
耕
司
、
君
島

十
和
子
、
早
見
優
、
文
仁
親
王
妃
紀
子
、
高
嶋
政
伸
、

国
生
さ
ゆ
り

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

二
重
橋
事
件

ジ
ョ
ー
・
デ
ィ
マ
ジ
オ
、
モ
ン
ロ
ー
夫
妻
来
日

第
五
福
竜
丸
水
爆
実
験
で
被
爆

明
治
製
菓
が
日
本
初
の
缶
入
り
ジ
ュ
ー
ス
を
発
売

自
衛
隊
発
足

日
本
中
央
競
馬
会
発
足

【
誕
生
】
ル
ー
大
柴
、
松
任
谷
由
実
、
小
日
向
文
世
、

高
見
沢
俊
彦
、
デ
ー
ブ
・
ス
ペ
ク
タ
ー
、
高
畑
淳
子
、

安
倍
晋
三
、
津
森
千
里
、
高
円
宮
憲
仁
親
王

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

米
で
日
系
人
の
強
制
収
容
が
始
ま
る

東
京
に
初
の
空
襲
警
報
発
令

日
本
と
バ
チ
カ
ン
が
国
交
樹
立

食
料
管
理
法
施
行
に
伴
い
、
コ
メ
が
配
給
制
に
な
る

ド
ー
リ
ッ
ト
ル
空
襲

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦

米
シ
カ
ゴ
大
学
で
ウ
ラ
ン
核
分
裂
連
鎖
反
応
に
成
功

大
本
営
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
を
決
定

【
誕
生
】
角
川
春
樹
、小
泉
純
一
郎
、ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー

ド
、
中
尾
彬
、
二
代
目
松
本
白
鸚
、
青
木
功
、
七
代

目
尾
上
菊
五
郎

昭
和
五
年
（
一
九
三
十
）

株
式
会
社
鹿
島
組
設
立

銀
座
三
越
開
店

ロ
ー
マ
で
日
本
美
術
展
開
催

米
で
世
界
初
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
就
任

明
治
神
宮
水
泳
場
オ
ー
プ
ン

震
災
記
念
堂
落
成

浅
間
山
爆
発
、
東
京
ま
で
降
灰

豊
作
で
米
価
大
暴
落
、
豊
作
貧
乏

【
誕
生
】
ジ
ー
ン
・
ハ
ッ
ク
マ
ン
、
ハ
ナ
肇
、
桂
由
美
、

高
島
忠
夫
、
西
村
京
太
郎

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

松
下
電
気
器
具
製
作
所
設
立
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

シ
ベ
リ
ア
出
兵

富
山
県
で
米
騒
動

ド
イ
ツ
革
命

ス
ペ
イ
ン
風
邪
大
流
行

【
誕
生
】
田
中
角
栄
、
中
曽
根
康
弘
、
鳩
山
威
一
郎
、

高
峰
三
枝
子

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

伊
藤
博
文
が
韓
国
統
監
府
の
初
代
統
監
に
就
任

新
宿
御
苑
開
苑

日
本
の
鉄
道
国
有
化

南
満
州
鉄
道
設
立

逓
信
省
、
年
賀
郵
便
の
受
付
を
開
始

『
大
日
本
史
』
編
纂
完
了

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

明
治
天
皇
大
婚
二
十
五
年
祝
典
挙
行

甲
午
農
民
戦
争

日
清
戦
争

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
建
設
開
始

上
野
動
物
園
開
園

ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
が
結
核
菌
を
発
見

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
死
去

三
国
同
盟
締
結

日
本
銀
行
開
業

ス
メ
タ
ナ
『
我
が
祖
国
』
初
演

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
年
）

大
教
宣
布
の
詔

日
章
旗
が
国
旗
と
な
る

横
浜
・
新
橋
間
の
鉄
道
着
工

米
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
創
立

庚
午
事
変


